













学 位 の 種 類




















昭 和 42 年 5 月 23 日





論文 調査委員 教 授 堀井五十雄 教 授 美濃 口 玄 教 授 西 村 秀 雄
































1) 一般に正常乳歯歯根は生後 2.5 カ月から吸収現象が始まり, その初発部位は後続永久歯歯歴に最も
近接する部位であり, 乳臼歯においては歯根分岐問および歯根内側中央部付近であるが, 後続永久歯歯腔
を摘出しても, 乳歯歯根の吸収現象は正常歯と同じ部位に発現する｡ しかしその吸収速度は正常歯に比べ
て著しく緩慢で, 一部では吸収機転は停止するか, あるいは, いったん生じた吸収寓はセメント質の添加
によって修復される｡ すなわち乳歯歯根の吸収現象はそれ自体の有する生物学的特性の発現ではあるが,
後続永久歯歯腔とも密接な関係を有しその発育新出によって加速的に進行するものである｡





4) いずれのばあいも破壊された歯周組織はおうせいな修復現象を示し, 攻合機能の減弱を補強し, 歯
周組織本来の生物学的態度を保持せんとするものである｡
本論又は学術上有益にして医学博士の学位論又として価値あるものと認定する｡
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